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環境保護団体 開門要請 

よ み が え れ ！  

有 明 訴 訟 弁 護 団

( 後 藤 富 和 ）発行

092-512-1636 

090‐9602‐0700 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

世
界
自
然
保
護
基
金
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
）
、
日

本
野
鳥
の
会
、
日
本
自
然
保
護
協
会
、
ラ

ム
サ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本
の
４
団

体
は
、
１
４
日
「
諫
早
湾
干
拓
の
「
開
門
」

に
よ
る
有
明
海
の
生
物
多
様
性
の
回
復

を
求
め
る
緊
急
共
同
声
明
」
を
発
表
し
、

同
日
、
菅
総
理
に
対
し
て
、
福
岡
高
裁
開

門
判
決
を
「
上
告
す
る
こ
と
な
く
、
一
日

も
早
く
開
門
を
実
現
し
、
諫
早
湾
お
よ
び

有
明
海
の
生
物
多
様
性
の
回
復
を
積
極

的
に
推
進
す
る
」
こ
と
を
要
請
し
た
。 

４
団
体
に
よ
る
と
「
諫
早
湾
お
よ
び
有

明
海
は
、
多
く
の
固
有
種
、
大
陸
遺
存
種

を
含
む
多
種
多
様
な
魚
類
、
底
生
生
物
等

の
生
息
地
で
あ
り
、
沿
岸
の
干
潟
は
、
渡

り
鳥
の
越
冬
地
・
中
継
地
と
し
て
も
極
め

て
重
要
」
「
諫
早
湾
干
拓
事
業
に
よ
る
潮

受
堤
防
の
閉
め
切
り
が
、
有
明
海
の
潮

流
・
潮
汐
を
弱
め
、
赤
潮
や
貧
酸
素
水
塊

の
発
生
を
増
加
さ
せ
た
結
果
、
「
有
明
海

異
変
」
と
呼
ば
れ
る
深
刻
な
環
境
破
壊
、

漁
業
不
振
の
主
因
に
な
っ
た
」
「
有
明
海

沿
岸
の
地
域
社
会
の
中
核
を
担
う
一
次

産
業
が
、
生
物
多
様
性
を
基
盤
と
し
た
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

お
り
、
生
物
多
様
性
の
基
盤
が
失
わ
れ
た

と
き
、
地
域
社
会
の
存
立
基
盤
が
危
う
く

な
る
」
と
し
、
生
物
多
様
性
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０

議
長
国
と
し
て
責
任
か
ら
も
、
上
告
せ 

ず
に
開
門
す
べ
き
で
あ
る
と
、
菅
総
理

に
政
治
決
断
を
迫
っ
た
。 

佐
賀
県
弁
護
士
会
（
会
長
池
田
晃
太

郎
）
は
７
日
、
諫
早
湾
潮
受
堤
防
の
排
水

門
解
放
を
命
じ
る
福
岡
高
裁
判
決
に
つ

い
て
会
長
声
明
を
発
表
し
た
。
同
声
明
で

は
、
福
岡
高
裁
判
決
を
高
く
評
価
す
る
と

と
も
に
、
国
に
対
し
上
告
を
断
念
し
、
た

だ
ち
に
開
門
に
向
け
た
準
備
に
着
手
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。
弁
護
士
会
と
し
て

は
、
６
日
に
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
会
長

宇
都
宮
健
児
）
が
開
門
を
求
め
る
声
明
を

発
表
し
て
い
る
。 

菅
総
理
に
開
門
迫
る

沿
岸
市
町
開
門
決
議 

佐
賀
弁
護
士
会
声
明 

赤
潮
、
貧
酸
素
水
塊
が
多
発
し
、
二
枚
貝

は
激
減
し
た
ま
ま
で
、
こ
こ
数
年
、
佐
賀

県
西
・
南
部
海
域
を
中
心
に
ノ
リ
の
色
落

ち
が
発
生
す
る
な
ど
し
て
、
一
日
も
早
い

有
明
海
の
再
生
を
強
く
望
む
状
況
が
続

い
て
い
る
。
国
に
お
い
て
は
、
政
府
の
方

針
案
を
検
討
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
諫

早
湾
干
拓
事
業
検
討
委
員
会
か
ら
、
本
年

４
月
２
８
日
に
「
開
門
調
査
を
行
う
こ
と

を
至
当
都
判
断
す
る
。
」
と
の
報
告
書
が

農
林
水
産
大
臣
あ
て
提
出
さ
れ
た
が
、
未

だ
開
門
調
査
を
実
施
す
る
と
の
決
定
が

行
わ
れ
て
い
な
い
。
政
府
は
、
有
明
海
の

環
境
へ
の
影
響
と
漁
民
の
痛
み
を
認
め

た
二
度
の
判
決
を
真
摯
に
重
く
受
け
止

め
、
先
送
り
し
て
き
た
開
門
調
査
の
政
治

決
断
を
直
ち
に
下
す
よ
う
強
く
求
め

る
。
」
と
し
た
声
明
を
発
表
し
た
。 

７
日
、
佐
賀
県
議
会
は
、
諫
早
湾
干

拓
潮
受
堤
防
排
水
門
の
開
放
を
命
じ
た

福
岡
高
裁
判
決
を
受
け
、
国
に
対
し
て

中
・
長
期
の
開
門
調
査
の
早
期
実
施
を

求
め
る
決
議
を
全
会
一
致
で
採
択
し

た
。
同
決
議
は
、
県
議
会
議
員
全
員
に

よ
る
提
案
で
な
さ
れ
、
福
岡
高
裁
判
決

を
高
く
評
価
し
、
赤
潮
や
ノ
リ
の
色
落

ち
な
ど
有
明
海
の
漁
業
の
窮
状
に
鑑
み

る
と
、
政
府
が
上
告
を
断
念
し
有
明
海

異
変
の
原
因
を
調
査
す
る
こ
と
が
県
民

総
意
の
願
い
と
し
て
、
国
に
対
し
て
中

長
期
の
開
門
調
査
の
早
期
実
施
を
求
め

た
も
の
で
あ
る
。 

同
様
の
決
議
は
、
有
明
海
沿
岸
の
各

市
町
村
で
相
次
い
で
採
択
さ
れ
て
お

り
、
諫
早
湾
干
拓
排
水
門
の
開
門
調
査

が
有
明
海
沿
岸
で
生
活
す
る
市
民
の
総

意
で
あ
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
明
ら
か

に
な
っ
た
。 

【
１
２
月
１
２
日
・
佐
賀
新
聞
】
国
営
諫

早
湾
干
拓
事
業
の
潮
受
け
堤
防
排
水
門

の
５
年
間
常
時
開
放
を
命
じ
た
福
岡
高

裁
判
決
を
受
け
、
原
告
団
な
ど
が
１
１
日

夜
、
長
崎
県
諫
早
市
内
で
決
起
集
会
を
開

い
た
。
参
加
し
た
原
告
の
漁
業
者
や
支
援

者
ら
約
１
３
０
人
か
ら
は
「
完
全
な
勝

利
。
国
は
上
告
せ
ず
、
一
刻
も
早
く
開
門

協
議
を
」
な
ど
の
声
が
相
次
い
だ
。
弁
護

団
事
務
局
長
の
堀
良
一
弁
護
士
が
高
裁

判
決
を
分
析
し
報
告
。
上
告
し
た
場
合
の

最
高
裁
審
理
の
原
則
は
、
高
裁
の
事
実
認

定
を
前
提
と
し
て
憲
法
、
判
例
、
法
律
違 

長
崎
で
も
開
門
の 

声
あ
い
つ
ぐ 

自
民
党
開
門
声
明 

 
 

自
由
民
主
党
佐
賀
県
支
部
連
合
会

（
会
長
福
岡
資
麻
参
議
院
議
員
）
は
、

７
日
「
有
明
海
で
は
、
依
然
と
し
て
、 

反
な
ど
の
法
律
判
断
に
つ
い
て
審
理
さ

れ
る
－
と
の
上
告
審
制
度
を
引
き
合
い

に
「
高
裁
判
決
は
従
来
の
判
例
理
論
の
枠

組
み
で
、
閉
め
切
り
と
漁
業
被
害
の
因
果

関
係
を
正
面
か
ら
事
実
認
定
し
、
開
門
を

命
じ
た
。
国
が
上
告
す
る
こ
と
は
制
度
上

な
じ
ま
な
い
」
と
指
摘
。
「
原
則
を
踏
み

外
し
て
ま
で
な
り
ふ
り
構
わ
ず
上
告
す

る
の
は
国
へ
の
不
信
感
を
あ
お
る
だ
け

だ
」
と
し
、
国
に
開
門
の
義
務
を
受
け
入

れ
て
協
議
を
始
め
る
よ
う
求
め
た
。
長
崎

地
裁
開
門
訴
訟
で
原
告
団
長
を
務
め
る

松
永
秀
則
さ
ん
（
５
７
）
＝
諫
早
市
＝
も

「
こ
れ
ま
で
国
や
長
崎
県
の
一
方
的
な

意
見
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
。
国
は
２
年

後
の
開
門
で
は
な
く
来
年
に
も
開
け
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。
会
場
か
ら
は
県
議

会
や
諫
早
、
雲
仙
市
議
会
が
開
門
反
対
の

意
見
書
を
可
決
し
て
い
る
こ
と
に
批
判

が
相
次
ぎ
、
最
後
に
「
即
時
開
門
、
エ
イ

エ
イ
オ
ー
」
と
気
勢
を
上
げ
た
。
（
略
）  


